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検
索

1 むきエビから片栗粉までの材料をボウルに入れ
てよく混ぜてあんを作る。

2 春巻きの皮を広げて、あんを巻き上げて、皮の
縁にのりを付けてとじる。

3 サラダ油を160度に熱し❷をきつね色に揚げる。
4 ❸を器に盛り付け、レモン・パクチー（材料外）を
添え、エスニックソースの材料を混ぜ合わせ、別
の器に入れて添えて出来上がり。

材料（2人分）

作り方

春巻きの皮（小）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6枚
【あん】
むきエビ
（包丁で粘りが出るまでたたく）・・・・・・・・・・・120g
タケノコ水煮
（みじん切りして湯通しする）・・・・・・・・・・・・・・・60g
青ネギ（みじん切り）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1
ショウガ（みじん切り）・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1
塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1/4
こしょう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
しょうゆ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1
ごま油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1
砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1/4
ナンプラー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1
片栗粉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1

のり（小麦粉1：水2）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適宜
サラダ油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適宜
【エスニックソース】
マヨネーズ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1
ナンプラー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1
レモン汁・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1
豆板じゃん・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1

✓
ト
ピ
ッ
ク
ス
の
大
治
小
学
校
の
記
事
を
、

拝
見
し
ま
し
た
。学
校
で
働
い
て
い
ま
す
の

で
、学
校
と
連
携
す
る
行
事
に
つ
い
て
、も
っ

と
知
り
た
い
で
す
。 

【
津
島
市

　
K
・
O
さ
ん
】

　当J
A
で
は
、管
内
の
多
く
の
小
学
校
で

農
業
体
験
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。お
米

や
サ
ツ
マ
イ
モ
等
の
多
様
な
作
物
の
体
験
指

導
だ
け
で
な
く
、学
校
に
赴
い
て
農
業
に
関

す
る
講
演
を
す
る
事
も
あ
り
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

✓
昨
年
は
、支
店
の
感
謝
祭
が
な
く
て
、と

て
も
残
念
で
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
な
の
で
、今
年

も
難
し
い
で
し
ょ
う
か
？

【
あ
ま
市

　
M
・
H
さ
ん
】

　感謝
祭
よ
り
規
模
を
縮
小
し
た
展
示
即

売
会
を
、各
支
店
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。開

催
さ
れ
る
時
期
や
支
店
に
よ
り
出
店
す
る

業
者
が
違
い
、そ
れ
ぞ
れ
特
色
が
あ
り
ま
す
。

開
催
の
際
は
事
前
に
告
知
を
行
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

✓
わ
が
家
に
も
ア
ジ
サ
イ
の
花
が
あ
る
の

で
、記
事
が
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

【
あ
ま
市

　
S
・
O
さ
ん
】

　ご参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。鉢
植
え
ア
ジ
サ
イ
の
管
理
に

つ
い
て
、注
意
点
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
6
月
に
入
り
、梅
雨
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。雨
が
多
く
蒸
し
暑
い
こ
の
時
期
は
、夏
の

本
格
的
な
暑
さ
の
前
触
れ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　
以
前
の
編
集
後
記
で
、食
べ
た
果
物
等
を
使
っ
て
樹
木
を
育
て
る
事
が
趣
味
と
書
き
ま

し
た
が
、最
近
、新
し
く
リ
ン
ゴ
の
播
種
に
挑
戦
し
ま
し
た
。サ
ン
ふ
じ
と
ジ
ョ
ナ
ゴ
ー
ル
ド

と
い
う
品
種
を
食
べ
て
、採
れ
た
種
を
全
て
ポ
ッ
ト
に
植
え
、た
く
さ
ん
発
芽
さ
せ
る
事
に

成
功
し
ま
し
た
。発
芽
し
た
時
の
背
丈
は
バ
ラ
バ
ラ
で
、他
の
物
よ
り
倍
近
く
成
長
が
早
い

物
や
双
葉
が
三
枚
の
物
、葉
が
反
り
返
っ
て
い
る
物
等
、そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
出
て
き
て
お
り
、

今
後
の
成
長
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
期
か
ら
、湿
度
や
気
温
等
の
環
境
が
変
化
し
、季
節
が
移
ろ
ぐ
時
期
で
す
。皆
様

も
体
調
管
理
に
は
気
を
付
け
て
、す
く
す
く
と
成
長
し
て
い
く
リ
ン
ゴ
に
負
け
な
い
よ
う
に
、

元
気
よ
く
過
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

【
Y
・
S
】

お
た
よ
り

編
集
後
記

◉
茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る
「
天
晴
（
旧
キ
ッ
チ
ン
晴
人
）
」
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ 

永
井 

智
一

エビ春巻き
エスニックソース
エビ春巻き

エスニックソース

Let’s
cook!

編

編 編

09

04　トピックス
06　営農情報みどりのページ
　　 「ネギハモグリバエ」の別系統に注意！
07　あなたもチャレンジ！家庭菜園
　　 ミズナ（キョウナ）　小株から大株まで楽しむ
08　ねっとワーク 海部東
10　クロスワードパズル
10　野菜もの知り百科
11　JAからのお知らせ

旬の野菜で楽しむ
初夏のさっぱり漬物

62021 Green Mail vol.306

J A  A m a h i g a s h i  C o mm u n i c a t i o n  N e w s l e t t e r

02　特集

さとう     ひなた

㊨佐藤 日咲ちゃん 6歳
くるみ

㊧来海ちゃん 3歳

わが家の
アイドル
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TOPICS 3

TOPICS 4

TOPICS 5

TOPICS 6

TOPICS 1

TOPICS 2

詐欺被害防止のために啓発を　特殊詐欺被害防止カード贈呈式

令和3年度　特別表彰・永年勤続表彰並びにLA表彰式

フラワーサークルで気持ちを明るく元気に

いきいき朝市甚目寺　令和3年度の通常総会を開催

農作業の労働力軽減のために　農機具の購入を支援

令和3年度最初の売出　展示即売会を開催

申し込みを行う組合員

▶ 

入
店
前
の
検
温

▶ 

展
示
さ
れ
た
管
理
機
を
体
験

神守支店(4月22日、23日)

美和支店(4月15日、16日)大治支店(4月20日～22日) 七宝支店(4月26日、27日)

M　O　N　T　H　L　Y　　 T　O　P　I　C　S

　
当
J
A
は
、4
月
21
日
か
ら
5
月
31
日
ま
で
の
間
、営
農
セ
ン
タ
ー
で
農
作
業
労

働
力
軽
減
対
策
事
業
の
申
し
込
み
受
付
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、農
機
具
の
購
入
に
対
し
て
助
成
を
行
う
事
で
、農
作
業
の
負
担
軽

減
や
農
地
の
維
持・管
理
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。受
付
初
日
は
農
機
具
の
展
示
会

も
行
い
、申
し
込
み
の
た
め
に
来
店
し
た
組
合
員
達
で
賑
わ
い
ま
し
た
。助
成
対
象

者
は
、管
内
で
農
業
を
営
む
組
合
員
と
農
業
組
織
団
体
で
あ
り
、同
一
世
帯
で
5
万

円
ま
で
を
上
限
と
し
、総
額
で
5
0
0
万
円
分
の
助
成
を
行
い
ま
す
。助
成
金
に
は

J
A
共
済
か
ら
の
助
成
金
が
使
用
さ
れ
、管
理
機
や
防
草
シ
ー
ト
等
の
合
計
で
12
品

の
農
機
具
に
対
し
て
1
万
円
か
ら
5
万
円
を
助
成
し
ま
す
。ま
た
、整
理
券
の
配
布

や
検
温・手
指
消
毒
を
実
施
す
る
事
で
、感
染
症
対
策
に
努
め
ま
し
た
。

　
経
済
部
の
稲
垣
部
長
は「
皆
様
の
農
業
に
対
す
る
負
担
を
減
ら
し
た
い
思
い
か

ら
、農
機
具
の
購
入
に
対
す
る
助
成
支
援
を
行
い
ま
し
た
。ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た
だ

き
、農
業
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
当
J
A
は
、4
月
に
神
守
支
店
、七
宝
支
店
、美

和
支
店
、大
治
支
店
で
、令
和
3
年
度
最
初
の
展
示

即
売
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
展
示
即
売
会
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
、例
年
通
り
の
感
謝
祭
の
開
催
を
自

粛
す
る
中
で
、組
合
員
の
皆
様
か
ら
の
開
催
を
望

む
声
に
応
え
、感
染
症
防
止
対
策
を
実
施
し
た
上

で
開
催
し
ま
し
た
。支
店
ご
と
に
様
々
な
業
者
を

招
い
て
行
い
、味
噌
や
醤
油
に
加
え
海
苔
や
乾
物

等
の
商
品
を
買
い
求
め
る
方
や
、窓
ガ
ラ
ス
の
改

修
や
自
動
車
共
済
に
つ
い
て
等
の
相
談
を
さ
れ
る

方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
お
客
様
は「
新
年
度
の
始
ま
り
か
ら
、こ
の
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
事
は
、と
て
も
嬉
し
い

で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

特殊詐欺被害防止カード贈呈式(右下：大橋組合長)

表彰を受けたLA職員

楽しくフラワーサークルに取り組む部員達

M　O　N　T　H　L　Y　　 T　O　P　I　C　S

　
女
性
部
神
守
支
部
は
、4
月
13
日
に

フ
ラ
ワ
ー
サ
ー
ク
ル
を
行
い
、部
員
5

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
フ
ラ
ワ
ー
サ
ー
ク
ル
は
、毎
月
第
2

火
曜
日
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、事
前
に

部
員
達
が「
盛
花
」「
投
入
」「
生
花
」の
中

か
ら
選
ん
だ
作
品
を
制
作
し
ま
す
。講

師
の
濱
田
の
ぶ
先
生
か
ら
、作
品
の
構

成
の
バ
ラ
ン
ス
等
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
、部
員
達
は
楽
し
く

作
品
を
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。ま
た
、今

回
の
フ
ラ
ワ
ー
サ
ー
ク
ル
で
は
季
節
の

花
で
あ
る
ア
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
や
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
、菊
や
ス
タ
ー
チ
ス
等
が
用

い
ら
れ
て
お
り
、部
員
達
の
工
夫
や
試

行
錯
誤
も
加
わ
る
事
で
個
性
の
あ
る
作

品
へ
と
昇
華
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
の
濱
田
先
生
は「
お
花
が
あ
る

だ
け
で
気
持
ち
が
和
み
落
ち
着
く
の

で
、作
品
を
飾
る
事
で
気
持
ち
を
明
る

く
し
て
欲
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

通常総会に参加する会員達

　
い
き
い
き
朝
市
甚
目
寺
は
、4
月
28

日
に
甚
目
寺
支
店
で
通
常
総
会
を
開
催

し
、会
員
15
名
と
立
松
支
店
長
、伊
藤
副

支
店
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、収
支
決
算
報
告
や
事
業

活
動
計
画
に
加
え
、役
員
選
任
等
の
全

4
議
案
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
ま
し
た
。ま

た
、今
後
の
活
動
に
関
す
る
内
容
や
報

告
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答

も
行
わ
れ
、伊
藤
副
支
店
長
が
分
か
り

や
す
く
回
答
し
ま
し
た
。

　
吉
川
会
長
は「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
影
響
は
あ
り
ま
す
が
、朝
市
へ
来

場
す
る
方
々
に
と
っ
て
魅
力
的
な
品
物

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て
、集
客
に

繋
げ
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
当
J
A
は
、4
月
12
日
に
津
島
警
察

署
署
長
室
で
、特
殊
詐
欺
被
害
防
止

カ
ー
ド
贈
呈
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、特
殊
詐
欺
の
被

害
を
受
け
や
す
い
高
齢
者
に
向
け
て
、

津
島
防
犯
協
会
連
絡
協
議
会
と
協
力

し
て
作
成
さ
れ
た
詐
欺
被
害
防
止
カ
ー

ド
を
配
布
す
る
事
で
、被
害
を
未
然
に

防
ぐ
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。当
日

は
、当
J
A
の
大
橋
組
合
長
に
加
え
、津

島
警
察
署
管
内
の
金
融
機
関
の
代
表
者

ら
5
名
が
出
席
し
ま
し
た
。詐
欺
被
害

防
止
カ
ー
ド
は
、財
布
に
入
れ
た
際
に

目
に
留
ま
り
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
と
サ
イ

ズ
で
あ
り
、当
J
A
で
も
年
金
受
給
日

等
に
窓
口
で
配
布
や
A
T
M
コ
ー
ナ
ー

に
設
置
し
、詐
欺
被
害
防
止
を
呼
び
掛

け
て
い
き
ま
す
。

　
大
橋
組
合
長
は「
高
齢
者
を
狙
う
特

殊
詐
欺
は
後
を
絶
た
な
い
た
め
、日
頃

か
ら
注
意
喚
起
を
行
う
よ
う
に
尽
力
し

て
い
き
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
当
J
A
は
、4
月
9
日
に
本
店
で
、令

和
3
年
度
特
別
表
彰・永
年
勤
続
表
彰

並
び
に
L
A
表
彰
式
を
行
い
、対
象
と

な
る
24
名
の
職
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、永
年
に
わ
た
り
勤
務
し
た

功
績
や
、渉
外（
L
A
）業
務
に
お
け
る

令
和
2
年
度
の
各
活
動
の
成
績
優
秀
者

が
表
彰
さ
れ
、
一
人
一
人
に
大
橋
組
合

長
か
ら
表
彰
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。ま

た
、七
宝
支
店
の
藤
森
係
長
と
甚
目
寺

支
店
の
伊
藤
係
長
が
、輝
か
し
い
成
績

で
あ
る
共
済
特
別
優
績
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
受
賞
し
た
職
員
は「
功
績
を
讃
え
ら

れ
、表
彰
を
受
け
た
事
は
大
変
嬉
し
い

で
す
。こ
れ
か
ら
も
、職
務
に
尽
力
し
て

取
り
組
み
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

M
O
N
TH
LY
 TO

PIC
S

ト
ピ
ッ
ク
ス

M
O
N
TH
LY
 TO

PIC
S

ト
ピ
ッ
ク
ス
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　ミズナ（水菜）は古くから京都で栽培されていたツケナ
の一種で、キョウナ（京菜）とも呼ばれます。葉の形が細く、
切れ込みの多い菜類ですが、柳の葉のような丸葉に分化
したのが壬生菜です。本来は、大株にして水炊き、すき焼
き、漬物に利用しますが、最近は小株取りして、サラダとし
て人気の高い野菜となっています。
［栽培時期］小株取りでは、冬を除き種まきができ、夏ま
きは30日程度、春秋まきは40〜60日で収穫になります。
大株取りでは8月下旬〜9月中旬に種まきし、12〜3月に収
穫します。
［品種］葉の幅が狭く葉数の多いサラダ用の「京みぞれ」
（タキイ種苗）、「京すだれ」（丸種）は茎が白く、シャキ
シャキした食感の品種です。大株取りでは「晩生白茎千筋
京水菜」（タキイ種苗）等が良いでしょう。
［土作り］幅100〜120cmのベッドを作り、1平方m当たり
堆肥1kg、苦土石灰100gと化成肥料（NPK各成分10%）
100gを全面に施し、土とよく混ぜておきます。
［種まき］小株取りではじかまきとし、ベッドに幅20cm間
隔の種まき溝を作り、およそ1cm間隔に筋まきします（図
1）。 種まき後は防虫ネットでトンネルを作り、害虫から保
護すると良いでしょう。大株取りでは移植栽培とし、セル
トレイや小型ポットに4〜5粒まき（図2）、間引きして本葉
5〜6枚の苗を作り、条間30cm、株間30cmに植え付けま
す。
［管理］小株取りでは本葉が出て込み合ってきたら、適宜
間引きを行い、最終的には5cmくらいにします（図3）。大
株取りでは、種まきの1カ月後と2カ月後に化成肥料で、そ
れぞれ1株5g程度の追肥をします。
［病害虫の防除］アブラムシは、サンクリスタル乳剤等、
アオムシ、コナガにはトアロー水和剤CT等の環境に優しい
農薬で防除します。
［収穫］小株取りでは葉の長さが25〜30cmくらいが収穫
適期です。一部を収穫し、株間15〜30cmとなるように株
を残し、中〜大株取りにしてもよいでしょう。大株取りで
は、1kgくらいから収穫を始めます（図4）。
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　「ネギハモグリバエ」の別系統とは
　従来の系統（以下、Ａ系統）とは異なり、ネギの葉に激しい被害を及ぼ
す別系統（以下、Ｂ系統）の「ネギハモグリバエ」が平成28年頃から全国
各地で確認されており、令和２年には海部管内でも確認されました。葉
が白く枯れたようになる（写真１）ため、「べと病」等と間違えやすく、殺
菌剤しか散布しないで被害が広がる場合もあります。症状が見受けられ
たら初期防除に努めましょう。

　生態
　形態による両系統の区別は困難です。成虫の体長は約２㎜、胸部と腹
部が黒く、その他は淡黄色です（写真２）。成虫は葉の組織内に産卵し、
孵化した幼虫は葉の内部に潜り込んで食害します。うじ虫状の幼虫（写真
３左）は約４㎜になり、葉から脱出して地表または土中で蛹となります。
蛹は約３㎜の褐色、俵状（写真３右）です。発育適温は20～25℃で年間
５～６回発生し、春と秋に多発し、真夏と真冬は少なくなります。

　被害
　Ｂ系統はＡ系統と比較して、１葉に多くの幼虫が寄生します。初期の食
害痕は、両系統とも不規則な白線状ですが、Ｂ系統は被害が進展すると
近接した食害痕が癒合し、葉全体が白化したようになります（写真４）。
葉肉が食い尽くされると表皮が浮いた状態になり、多くの幼虫が確認さ
れます。葉の白化がひどくなるとネギの生育も悪くなります。雌成虫は葉
に点々と小さな穴をあけ、しみ出た汁液を摂食するため、規則正しい白点
（吸汁痕）が付きます（写真５）。

　防除
❶白線状の食害痕や白点の吸汁痕を認めたら、系統にかかわらずネギハ
　モグリバエまたはハモグリバエ類に適用のある薬剤で、初期防除を徹
　底します。ネギは薬剤が付着し難いため、機能性展着剤を加えます。
❷土中において蛹で越冬するため、前年に発生の多かった畑では特に注
　意が必要です。定植時や土寄せ時に適用のある薬剤のかん注処理や
　粒剤処理を行うと効果的です。
❸被害葉や収穫残さは発生源となるので、畑に放置せず、一か所にまと
　めてビニール等で覆って裾部分を土で埋める等、成虫が出ないように
　処分します。

海部農林水産事務所
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写真１　被害状況

写真4　白化した被害葉

写真5　食害痕と吸汁痕

写真２　成虫（約２㎜）
（写真２：愛知県農業総合試験場提供）

写真３　左：幼虫、右：蛹

※農薬の使用に当たってはラベルの表示事項を守ると共に、周辺への飛散防止に努めましょう。






